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研究の概要 【研究対象者】 

調査期間※中に当該科外来（救急受診、オンライン診療、電話診療を含む）を受診した、

あるいは入院中の喘息患者全員  ※ 調査機関：毎年10月から11月の中で指定された

1週間 

 

【研究の目的・意義】 

小児気管支喘息は、この20年間で大きく変化した小児慢性疾患の一つであり、喘

息発作死、救急受診、緊急入院、長期入院患者数は全て大きく減少し、治療の場

は、入院治療から外来治療に移行しています。こうした背景には、吸入ステロイ

ド薬、抗アレルギー薬（ロイコトリエン受容体拮抗薬）などの抗炎症治療薬の役

割、治療管理ガイドラインの普及が大きいことは世界的に評価されています。 

日本小児アレルギー学会疫学委員会では、信頼できる喘息専門医療機関における

小児気管支喘息患者の喘息重症度分布、治療内容の動向を把握し、喘息治療の診

療活動の検討に役立てるため、2006年より経年的に調査を継続してきました。

2020年度においても同じ調査を行い、変遷を知ることを目的として調査を行い

ます。また、ウイルス感染症は喘息の重要な増悪因子と考えられていますが、今

年度の調査では、小児気管支喘息患者における重症急性呼吸器症候群コロナウイ

ルス2型（severe acute respiratorysyndrome coronavirus 2：SARS-CoV-2)の

感染による影響を評価します。 

 

【研究の方法】 

日本小児アレルギー学会疫学委員会委員（埼玉医科大学病院小児科 准教授 板

澤寿子）の所属施設を中央施設として、研究計画作成、倫理審査を実施します。

各施設において、調査表（別に添付）にそって、診療録より必要な項目を抽出し、

エクセルファイルにデータ入力する。調査に個人を識別する情報を取り除き、新

たに符合または番号を付して匿名化し、対応表を作成（匿名化）した後に小児ア

レルギー学会事務局に送付し、本部にて解析が行われます。 

 

【研究期間】 

2017年6月9日～2027年 3月 31日 

 

【研究結果の公表の方法】 

集計は日本小児アレルギー学会疫学委員会で行い、同委員会で調査結果などを

公表します。個別施設の結果については公表せず、本調査に協力した医療機関名

のみ公表します。 

 

 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

上記設定の期間に該当した患者様について 

年齢、外来・入院別、性別、症状のみによる重症度（見かけ上の重症度）、治療

ステップ、長期管理薬（過去1か月の吸入ステロイド、過去1か月のロイコトリ



無） エン受容体拮抗薬、過去1か月のテオフィリン経口投与、過去1か月の長時間作

用型β2刺激薬、過去1か月間のDSCG吸入、経口ステロイド投与、過去１か月

の生物学的製剤の使用状況、その他の喘息治療内容）、過去12か月間における急

性発作のステロイド投与の有無、さらにSARS-CoV-2の感染の有無と重症度につ

いて情報を取得します。 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 

１）主任研究者：埼玉医科大学病院小児科 准教授 板澤寿子 
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研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び知

的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を開示

いたします。 

試料・情報の管理責任

者（研究主機関におけ

る研究責任者氏名） 

埼玉医科大学病院小児科 准教授 板澤寿子 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究対象者からの除外（試料・情報の利用または他機関への提供の停止を含む）

を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人情報の取り扱いに関する

相談等について下記の窓口で対応いたします。 
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